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◆主な内容◆

・五戸まつり　　　　　　　　　　　　②③

・青森県民駅伝競走大会　　　　　　　　④

・国際見聞録シリーズ　　　　　　　　　⑤

・認知症予防　　　　　　　　　　　　　⑥

・五戸総合病院　10月の医師一覧　　　　⑦

・裁判員制度　　　　　　　　　　　　　　⑧

・郷土探訪「五戸地方の馬談義⑦」　　　　⑨

・幼稚園新入園児募集　　　　　　　　　　⑩

・定時放送を一部見直し　　　　　　　　　⑪

・欧州体験レポート　　　　　　　　　　　⑫
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夢の森収穫感謝祭＆
倉 石 牛 肉 ま つ り
１０月７日（日）・８日（月・祝）９：００～
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we

　
豊
作
を
願
う
五
戸
地
方
最
大
の

秋
祭
り
「
五
戸
ま
つ
り
」
が
８
月

31
日
か
ら
９
月
２
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
小
雨
が
降
っ
た
り
や

ん
だ
り
の
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
初
参
加
の
倉
石
山
車
組
を

含
む
９
台
の
大
型
山
車
が
合
同
運

行
。
カ
ラ
オ
ケ
祭
り
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
観

客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
初
日
の
「
お
通
り
」
は
町
内
小
・

中
学
校
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
で
開

幕
。
そ
の
後
、
お
神
輿
と
山
車
の

合
同
運
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

稚
児
さ
ん
、
神
楽
な
ど
の
行
列
に

続
く
の
は
、
自
治
会
な
ど
が
自
作

し
た
豪
華
絢
爛
な
山
車
。
上
大
町

の
稲
荷
神
社
を
出
発
し
中
心
街
を

一
周
、
川
原
町
へ
と
下
り
ま
す
。

　
運
行
の
途
中
、
山
車
の
上
部
・

左
右
の
仕
掛
け
が
大
き
く
広
げ
ら

れ
る
と
盛
ん
な
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。
夜
に
は
カ
ラ
オ
ケ
祭

り
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
が
自

慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
「
中
日
」
に
は
、
五
戸

地
方
小
・
中
学
校
相
撲
大
会
が
開

催
さ
れ
、
各
校
代
表
に
よ
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
夕
方
、

沿
道
に
飾
ら
れ
た
ち
ょ
う
ち
ん
に

明
か
り
が
灯
る
と
、
婦
人
会
な
ど

に
よ
る
「
五
戸
小
唄
」
の
流
し
踊

り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

山
車
に
よ
る
夜
間
競
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
初
の
試
み
と
し

て
、
山
車
９
台
を
歴
史
み
ら
い

パ
ー
ク
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
に

一
堂
に
集
め
て
の
開
催
。
各
山
車

組
に
伝
わ
る
「
音
頭
上
げ
」
が

高
ら
か
に
響
く
と
、
会
場
は
一
気

に
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
３
日
目
「
お
還
り
」
は
、
川
原

町
か
ら
出
発
し
初
日
と
は
逆
の

コ
ー
ス
を
た
ど
り
ま
す
。
町
図
書

館
横
を
通
っ
て
中
心
街
へ
と
出
る

堀
合
坂
は
運
行
コ
ー
ス
最
大
の
難

所
。
勢
い
を
つ
け
て
一
気
に
山
車

を
引
き
上
げ
る
の
が
「
坂
の
町
」

の
山
車
祭
り
の
だ
い
ご
味
で
す
。

　
さ
ら
に
祭
り
は
「
喧
嘩
太
鼓
」

で
最
高
潮
に
。
山
車
２
台
を
隣
接

さ
せ
「
相
手
の
山
車
組
に
負
け
る

な
」
と
山
車
を
き
し
ま
せ
激
し
さ

を
増
し
て
い
く
バ
チ
さ
ば
き
に
、

沿
道
を
埋
め
つ
く
し
た
大
観
衆
か

ら
喝
さ
い
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
恒
例
の

奥
州
よ
さ
こ
い
祭
り
に
加
え
、
ね

ぶ
た
囃
子
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
祭

り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

カラオケ祭りには老若
男女が多数参加

▼

小中学校鼓笛隊パレード
が祭りの開幕を告げる

▼

▼

▼

▼

▲愛らしいお稚児さんたち

▼山車９台が一堂に会して
　行われた夜間競演。会場
　を埋め尽くした人の波に
　五戸まつり独特の「音頭
　上げ」がこだまする

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
小
中
学
校
相
撲
大
会

イベント広場には｢ねぶた囃子｣も
ゲスト出演。祭りに花を添えた

▼「喧嘩太鼓」で祭りは最
　高潮に。隣の山車組に負
　けるな、とバチさばきを
　競う

　堀合坂は運行コース最大
　の難所。勢いを付けて
　一気に山車を引き上げる

特別賞

倉石山車組
【福乃神集いて新宝乃町造り】

川原町青年団
【三國志～諸葛孔明南征・孟獲七縦七擒～】

荒町自治会
【龍虎の戦い（川中島の合戦）山本勘助参戦の場】

ふく の かみ たからの まち もうかくしちしょうしちきん

奨励賞

蛯川学区お祭り会
【鐘馗　妖退治】

上大町自治会
【天下大乱　本能寺炎上～信長は死せず～】

新町自治会青年部
【義経の弓流し】

しょうき あやかし

優秀賞

ひばり野自治会【戦国時代絵巻 四大武将列伝】

おんりょう

下大町自治会【平家の怨霊亡霊知盛】

最優秀賞

やしゃ らせ つ ごと

博労町自治会【毘沙門、夜叉羅刹の如し～上杉謙信 唐沢山敵中突破伝説～】

五
戸
ま
つ
り

五
戸
ま
つ
り

お
通
り

お
通
り

お
還
り

お
還
り

中
　日
中
　日

み
こ
し

ば
や
し

け
ん
ら
ん
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r

上
市
川
小
な
ど
で
安
全
教
室

第15回

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

衝撃実験でシートベルトの大切さを学ぶ

アンカーの豊川祐貴選手

三浦町長から米寿の記念品が贈られた

懐かしい郷土料理に舌鼓

敬

老

会

敬

老
会

選手オーダー表　監督  藤  村　 誠

区  間 氏　名 勤務先・学校名

第１区 和田　卓也 陸 上 自 衛 隊

第２区 手倉森　伸 倉 石 中 学 校

第３区 手倉森洋人 茨 城 大 学

第４区 渋谷　康紀 五 戸 小 学 校

第５区 田中　実樹 川 内 中 学 校

第６区 柳沢　貴之 陸 上 自 衛 隊

第７区 佐々木奈津子 青 森 銀 行

第８区 豊川　祐貴 五 戸 中 学 校

三浦　隆寛 陸 上 自 衛 隊

田代　裕磨 百 石 高 等 学 校

古川　達人 十和田工業高等学校

田守　弘樹 五 戸 中 学 校

藤村　優樹 倉 石 中 学 校

沢田　桃香 川 内 中 学 校

種市　千恵 五 戸 中 学 校

古
里
の
味
で
お
も
て
な
し

古
里
の
味
で
お
も
て
な
し

長
寿
を
祝
い

長
寿
を
祝
い

敬

老
会

交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
五
戸
町
敬
老
会
が
９
月
上
旬
、

町
内
４
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
は
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
鳥
谷
部
志
郎
会
長
）
が
75
歳
以

上
の
方
を
招
待
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
対
象
者
は
男
性

１
、１
２
７
人
、
女
性
１
、９
５
８

人
の
計
３
、
０
８
５
人
で
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
88
歳
の
米
寿
到

達
者
に
三
浦
正
名
町
長
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
地
域
の
婦

人
会
や
保
育
園
児
ら
が
踊
り
な
ど

を
披
露
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
第
29
回
み
ん
な
で
す
す
め
る
交

通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
五

戸
町
に
来
町
し
、
内
閣
特
命
担
当

大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
三
浦

正
名
町
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。

　
内
閣
府
の
委
託
で
交
通
安
全
母

の
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

全
国
７
コ
ー
ス
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
約
１
か
月
か
け
て
各
地
の
市
町

村
を
巡
り
ま
す
。
五
戸
町
へ
の
来

町
は
９
年
ぶ
り
５
回
目
。

　
８
月
24
日
に
上
市
川
小
学
校
で

歓
迎
式
が
行
わ
れ
、
同
校
児
童
と

川
内
保
育
園
の
園
児
が
白
バ
イ
試

乗
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
衝
撃
実
験
な

ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
後

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
み
ゆ
き
保
育
園

に
も
立
ち
寄
り
、
次
の
目
的
地
新

郷
村
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
五
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
丸

山
一
委
員
長
）
は
「
山
車
ひ
っ
ぱ

り
と
郷
土
料
理
堪
能
ツ
ア
ー
」
を

初
開
催
し
ま
し
た
。
首
都
圏
か
ら

観
光
客
を
誘
致
し
「
ま
た
来
た
い
」

と
感
じ
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。

　
ツ
ア
ー
に
は
東
京
都
と
埼
玉
県

か
ら
９
人
が
参
加
。
五
戸
ま
つ
り

お
還
り
で
、
各
自
治
会
に
交
じ
っ

て
山
車
を
引
き
ま
し
た
。
翌
日
は

近
在
観
光
地
め
ぐ
り
の
後
、
五
戸

代
官
所
で
煮
し
め
、
ど
じ
ょ
う
汁

な
ど
の
郷
土
料
理
を
味
わ
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
町
の
人
の

人
情
が
温
か
か
っ
た
」「
家
族
や

友
人
を
連
れ
て
ま
た
来
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
健
脚
で
つ
な
げ
　
郷
土
の
和

と
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
町
村

対
抗
第
15
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走

大
会
が
９
月
２
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
40
市
町
村
の
代
表
選
手
た

ち
は
、
正
午
の
号
砲
を
合
図
に
県

観
光
物
産
館
ア

ス
パ
ム
前
を
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
。

時
折
小
雨
が
交

じ
る
中
、
ゴ
ー

ル
の
県
総
合

運
動
公
園
陸

上
競
技
場
ま
で

の
33
・
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
８

区
間
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　
五
戸
町
チ
ー
ム
は
、
１
時
間
51

分
16
秒
の
タ
イ
ム
で
町
の
部
第
５

位
、
総
合
の
部
第
11
位
の
成
績
。

タ
イ
ム
、
順
位
と
も
に
昨
年
を
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

町
の
部
５
位
・
総
合
の
部
11
位

山
車
ひ
っ
ぱ
り
と　

山
車
ひ
っ
ぱ
り
と　

山
車
ひ
っ
ぱ
り
と　

郷
土
料
理
堪
能
ツ
ア
ー

郷
土
料
理
堪
能
ツ
ア
ー

郷
土
料
理
堪
能
ツ
ア
ー
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ヘレンさん（左）とメリサさん

　
町
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
英
語

教
育
の
充
実
と
、
国
際
化
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
に

外
国
語
青
年
招
致
事
業
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
英
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
、
ア
メ
リ
カ

出
身
の
メ
リ
サ
・
ナ
イ
さ
ん
と

イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ヘ
レ
ン
・
ブ
リ

ジ
ェ
ス
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。
メ

リ
サ
さ
ん
は
町
内
の
小
中
高
校
で
、

ヘ
レ
ン
さ
ん
は
小
学
校
で
英
語

や
英
会
話
を
指
導
し
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
幼
稚
園
を
訪
問
し
た
り
、

11
月
か
ら
は
公
民
館
講
座
で
英
会

話
の
講
師
を
務
め
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は

皆
さ
ん
と
こ
こ
に
居
ら
れ
て
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
の
名
前

は
メ
リ
サ
・
ナ
イ
で
す
。
南
ア
メ

リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
生
ま
れ
、

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
来

ま
し
た
。

　
私
は
ち
ょ
う
ど
ア
イ
オ
ワ
州
の

グ
リ
ネ
ー
ル
大
学
を
卒
業
し
た
ば

か
り
で
す
。
大
学
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
語
と
国
際
発
達
学
を
勉
強
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
日
本
で
の
生

活
に
と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
英
語
指
導
助
手
の

仕
事
と
日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と

を
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
学
校
が
始
ま
っ
て
、
生
徒
た
ち

や
先
生
方
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
，85
年
５
月
２
日
生
（
22
歳
）

■
ア
メ
リ
カ
国
籍

■
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
出
身

■
日
本
で
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
日

本
語
を
学
ぶ
こ
と
。
日
本
の
文

化
で
は
、
生
け
花
に
挑
戦
し
た

い
。
ま
た
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に

も
挑
戦
し
た
い
。

■
趣
味
は
絵
を
描
く
こ
と
、
ジ
ム
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
。

　
初
め
ま
し
て
。
ヘ
レ
ン
・
ブ
リ

ジ
ェ
ス
と
申
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ
ー
か
ら
来
ま

し
た
。
ヘ
レ
ン
と
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
五
戸
の
小
学
校
で
英
語
を
教

え
ま
す
。

　
私
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
、
ハ
イ

キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
日
本
に
い
る

間
に
、
富
士
山
に
登
り
た
い
で
す
。

　
バ
ー
ス
大
学
で
物
理
の
勉
強
を

し
て
、
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

大
学
で
少
し
日
本
語
も
勉
強
し
ま

し
た
。
日
本
語
は
ま
だ
下
手
で
す

が
、
頑
張
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
１
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
，85
年
４
月
19
日
生
（
22
歳
）

■
イ
ギ
リ
ス
国
籍

■
シ
ュ
ロ
プ
ッ
シ
ャ
ー
州
シ
ュ
ル
ー

ズ
ベ
リ
ー
出
身

■
平
仮
名
・
片
仮
名
の
読
み
書
き

が
で
き
る
の
で
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
日
本
の
文
化
で
は
、
空
手

と
柔
道
に
挑
戦
し
た
い
。

■
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
イ
キ
ン

グ
。

M
e
lissa      N

ye

メ
リ
サ
・
ナ
イ

H
e
le

n
 Ju

lie
 B

rid
g

e
s

ヘ
レ
ン
・
ブ
リ
ジ
ェ
ス

国際見聞録
シリーズ
　　 №69

は
じ
め
ま
し
て
!!

  

メ
リ
サ
・
ナ
イ
と

  
ヘ
レ
ン
・
ブ
リ
ジ
ェ
ス
で
す

公民館講座（後期）
受講者募集

　メリサさんとヘレンさんが
講師を務める「英会話」をは
じめ、魅力のある講座で皆様
をお待ちしています。詳しく
は町立公民館だより「おんこ」
をご覧ください。
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①　計   画   立   案
　旅行の行程や買い物の順序、
料理の手順など、目標や計画を
立てて行動することができなく
なります。

　買い物をするとき、いつもと
は別のお店に行ってみましょう。
目的のお店までの道筋を調べた
り、効率のよい買い物の仕方を
考えることがトレーニングにな
ります。

おすすめ
トレーニング

いつもと別の店で�

買　　　物�

②　注 　 意 　 分 　 割
　魚を焼きながら煮物を作るな
ど、ふたつ以上のことに注意を
配りながら同時に行うのが難し
くなります。

　料理や掃除などの家事がよいト
レーニングになります。ひとつの
ことを済ませてから次のことに移
るのではなく、いくつかのことを
同時に行うようにしましょう。

おすすめ
トレーニング

複数のことを同時に

家　　事

③　エ ピ ソ ー ド 記 憶
　出来事を記憶し、またそれを思
い出す機能です。少し前の出来事
があやふやになって家計簿や日記
がつけられなくなったり、過去の
経験を思い出せなくなります。

　食べた物、買った物を日記に書き
留めましょう。慣れてきたら「２日
遅れの日記」に挑戦。時間をさかの
ぼることで「いつ、どこで、何をし
た」というエピソード記憶が鍛えら
れます。お友達と交換日記をしても
楽しく長続きしますよ。

おすすめ
トレーニング

２日遅れでつける�

日　　記

　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

純
　
　
　
子
　（
又
　
重
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
治
屋
窪
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

〈
川
柳
〉

ひ
な
げ
し
の
可
憐
な
揺
れ
に
ち
ょ
っ
と
妬
け

よ
さ
こ
い
に
多
忙
な
親
が
踊
ら
さ
れ

少
子
化
で
広
場
で
子
ら
の
遊
び
な
く

夜
明
星
ま
ど
に
か
が
や
き
愛
の
星

味
覚
の
秋
に
体
重
計
バ
ネ
は
ね
る

け
つ
ま
ず
き
年
と
る
こ
と
は
大
変
だ

　

ら
れ
て
今
朝
も
履
き
ま
す
軽
い
靴

ブ
ラ
シ
梳
く
年
に
併
せ
て
枝
毛
増
え

〈
短
歌
〉

三
社
祭
よ
う
し
よ
い
さ
と
音
頭
と
り

景
気
上
昇
夢
み
て
囃
し

五
戸
ま
つ
り
学
生
相
撲
大
会
の

眞
剣
勝
負
に
パ
ワ
ー
も
ら
い
り

新
郷
の
山
路
で
友
と
聞
き
惚
れ
る

蝉
の
大
合
唱
に
暑
さ
忘
れ
て

や
わ
ら
か
く
星
座
き
ら
め
く
夏
の
夜
の

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
上
に
花
火
は
開
く

小
川
の
水
夏
の
光
に
て
ら
さ
れ
て

し
ぶ
き
を
あ
げ
て
た
わ
む
れ
流
る

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

が

っ
し
ょ
う

上
市
川

中
　
区

上
市
川

中
　
区

へ

か　

わ

た
よ

す

は
や

す
き

 認知症を防ぐ、遅らせる 忘れん脳生活　その２

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ  認知症を防ぐ、遅らせる 忘れん脳生活　その２ 認知症を防ぐ、遅らせる 忘れん脳生活　その２６
わす のう

使わないと脳はどんどん怠け者に…　トレーニングで脳機能アップ！�  

使って鍛えよう。３ つの機能
　認知症になると真っ先に低下する機能が３つあります。�       
　普段からこれらの機能を集中的に使って鍛えておくと、認知症の発症を遅らせること
も可能です。積極的に使うように心掛けましょう。
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●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
10
月
）

●８月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,313
（14,459）
12,832

（12,514）
21,024

（21,548）
12,469

（13,793）

12,712
（12,804）
12,195

（12,309）

11,321
（11,289）

12,954
（13,381）

13,416
（13,438）

11,592
（11,746）

11,924
（11,109）
12,296

（12, 35）
12,299

（12,263）
14,603

（15,128）
12,494

（12,177）

12,360
（12,308）
12,352
（12,030）
 1,797
（11,883）
12,318
（12,155）

12,544
（12,550）
12,350

（12,070）
13,182

（13,091）
12,350

（12,070）

12,012
（12,153）
11,525

（12,474）
29,761

（29,918）
12,864

（12,166）

11,814
（12,795）
12,394

（12,381）
13,801

（13,688）
12,176

（12,021）

皮膚科
12,276

（12,242）
12,350

（12,070）
11,135

（11,022）
12,350

（12,070）

110,685
（111,146）
114,303

（114,006）
151,673

（153,097）
120,834

（121,347）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11,730
（11726）

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

副
院
長

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

唐
澤
　
秀
明

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

浦
上
千
佳
子

袴
田
真
理
子

（
弘
前
大
学
）

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　木
曜
日

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

医
　
師

渡
部
　
晃
弘

診
　
療
　
科

水気をよく切った生ごみなど
なべ、ガラスなど
ペットボトル
その他のプラスチック
缶
びん

紙製容器包装
紙パック
段ボール
新聞
雑誌、チラシ

燃えるごみ袋赤

燃えないごみ袋青

資源ごみ袋緑

分別し、それぞれ
別の袋に入れて
ください。

分別し、それぞれ
ひもで十字に結わ
えてください。

紙

　もう一度、各
家庭に配布され
た家庭ごみの出
し方を見て間違
わないように。

　地域の方々で指導・協力しあい、正しくごみ
を出していただくようお願いします。

問い合わせ先　役場保健衛生課 ＴＥＬ６２－７９５８（直通）

お
知
ら
せ

10
月
か
ら
は
火
・
木
・
土
（
第
１
・
３
・
５
）
曜
日
に
な
り
ま
す
。

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
診
療
日
が
変
わ
り
ま
す

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

125

ごみの分別収集にご協力ください
　国では、ごみの減量化ならびに平成22年度を目標にリサイクル率24％を目指しています。
　五戸町のリサイクル率は17％（平成17年度）です。資源の有効利用に努め、リサイクル率アッ
プのため、住民一人ひとりのご協力をお願いします。

決められたごみ袋３種類に、指定のごみ分類ごとに分別し、指定回収日に出してください。
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問い合わせ先　青森地方検察庁　企画調査課　℡０１７－７２２－５２１４（直通）

　裁判員制度とは、国民の皆さんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪
の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう「国民の司法参加」を実現する制度です。この
制度は、平成21年５月までの間にスタートします。

これまでの刑事裁判
裁判官３人

裁判員制度が導入されると…
裁判官３人＋裁判員６人

国民の皆さんが裁判に参加することによっ
て、法律の専門家ではない人たちの感覚が、
裁判の内容に反映されることになります。

その結果、国民の皆さんの司法に対する理解と信頼
が深まることが期待されています。
　国民が裁判に参加する制度は、アメリカ、イギリ
ス、フランス、ドイツ、イタリアなど世界の国々で
広く行われています。

広く国民の皆さんに参加してもらう制度で
すので、原則として辞退できないことになっ
ています。ただし、次のような人は、申し

出をして、裁判所からそのような事情があると認め
られれば辞退することができます。

Ｑ 裁判員制度は
なぜ導入されるの？

Ａ

①公判に出席する（公開）
　裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に、刑事事件

の審理（公判といいます）に出席します。公判は、

できるかぎり連続して開かれます。

　公判では、証拠として提出された物や書類を取り調べるほ

か、証人や被告人に対する質問が行われます。裁判員から証

人等に質問することもできます。

②評議、評決をする（非公開）
　証拠に基づいて、被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたら

どんな刑にするべきかを、裁判官と一緒に議論し（評議）、決

定する（評決）することになります。

　議論を尽くしても全員一致の結論が得られない場合、評決

は多数決により行われます。ただし、その多数意見には、

裁判官・裁判員のそれぞれ１人以上の賛成が必要とされて

います。

　有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかについて

の裁判員の意見は、裁判官と同じ扱いになります。

③判決宣告（公開）
　評決内容が決まると、法廷で裁判長が判決の宣告をします。

裁判員としての仕事は、判決の宣告により終了します。

Ｑ 裁判員に選ばれたら、
どのようなことをするの？

Ａ

平成１７年の裁判員制度の対象となる事件
は３，６２９件でした。日本全国の選挙権を
持っている人の数が約１億２９９万人（平

成１７年９月現在）ですので、仮に１事件につき裁
判員候補者として５０～１００人が呼ばれるとする
と、１年間で約２８５～５７０人に１人が裁判員候補
者として呼ばれることになります。

Ｑ 裁判員候補者として裁判所から
呼ばれる可能性はどのくらい？

Ａ

Ｑ 裁判員になることを
辞退することはできますか？

Ａ

平成21年５月までに が始まります裁 判 員 制 度

Q＆A裁判員制度裁判員制度

①７０歳以上の人

②地方公共団体の議会の議員（会期中）

③学生または生徒

④過去５年間に裁判員、検察審査員等を務めたこと
のある人

⑤過去１年以内に裁判員候補者として裁判所に行っ
たことのある人

⑥一定のやむを得ない理由があって、裁判員の職務
を行うことや裁判所に行くことが困難な人
●重い病気・けが　●同居の親族の介護・養育

●事業に著しい損害が生じる恐れがあること

●父母の葬式など
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「
五
戸
地
方
の
馬
談
義
⑦

　
馬
と
共
に
生
き
た
獣
医
・
行
政
官
　
三
浦
吉
男（
下
）」

昭和９年１０月　満州国ハイラル種馬牧場の吉男（中央）

外務省に残された吉男の証明書

　
毎
年
四
月
初
旬
に
は
奥

羽
牧
場
に
各
農
校
卒
業
生

が
採
用
と
な
る
。
一
年
間

厩
舎
勤
務
し
牧
手
同
様
の

仕
事
に
従
事
。
そ
の
後
、

衛
生
室
に
配
属
さ
れ
、そ

の
教
育
は
主
任
の
仕
事
で

あ
る
。
毎
夜
、
職
員
と
牧

手
は
一
時
半
以
上
か
け
て

二
千
頭
の
厩
舎
を
巡
回
、

病
馬
の
発
見
に
努
め
る
。

　
あ
る
時
、
見
習
生
の
一

人
が
硫
酸
を
間
違
っ
て
使

用
し
、
腹
痛
を
起
こ
し
て

悪
化
。
試
み
に
重
曹
水
に

肝
油
、
澱
粉
水
を
混
合
。

一
日
数
回
与
え
て
四
、
五

日
で
回
復
し
た
例
も
あ
る
。

　
ま
た
、
農
林
省
主
催
で
全
国
の

獣
医
を
東
京
陸
軍
獣
医
学
校
に
集

め
、
一
斉
講
習
会
と
テ
ス
ト
が
実

施
さ
れ
た
。
血
液
検
査
と
跛
行
診

断
の
後
、
獣
医
部
長
が
直
接
一
人

ず
つ
に
回
答
を
出
さ
せ
た
が
、
次

々
と
不
合
格
ば
か
り
。
最
後
の
吉

男
が
た
だ
一
人
合
格
と
な
り
、
監

督
官
を
ホ
ッ
と
安
心
さ
せ
た
。

　
昭
和
の
初
め
、
競
馬
界
の
サ
ラ

ブ
レ
ッ
ト
種
牡
馬
「
ガ
ロ
ン
」
号

が
急
性
腎
炎
に
な
っ
た
。
普
段
は

手
を
か
け
ら
れ
な
い
悍
馬
（
＝
荒

馬
）
で
、
苦
し
い
時
だ
け
直
膓
検

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
旦

回
復
し
始
め
た
ら
、
だ
れ
を
も
寄

せ
付
け
な
か
っ
た
。
交
配
に
も
人

手
を
嫌
い
、
自
ら
走
り
出
し
て
行

き
、
交
配
が
終
わ
れ
ば
ま
た
独
り

で
厩
舎
に
帰
っ
た
。
そ
の
後
、種

牡
馬
の
務
め
を
果

た
し
、
二
十
四
歳

で
交
配
直
後
、
急

性
肺
出
血
を
起
こ

し
斃
死
し
た
。

　
昭
和
九
年
四
月
、

坂
常
三
郎
場
長
に

「
満
州
国
に
馬
政

局
を
設
け
る
の
で

指
導
官
を
派
遣
す

る
よ
う
に
」
と
の

要
請
が
届
い
た
。

吉
男
が
推
薦
さ
れ
、

七
月
に
牧
場
を
退

職
。
十
月
初
旬
、

単
身
で
大
連
経
由
、

新
京
に
向
か
っ
た
。

ハ
ル
ピ
ン
で
防
寒
服
や
コ
ー
ト
、

靴
な
ど
を
整
え
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に

乗
車
。
国
境
の
町
ハ
イ
ラ
ル
に
着

い
た
。

　
駅
に
は
先
発
隊
数
名
が
迎
え
に

出
て
い
た
。
種
馬
場
の
厩
舎
は
で

き
て
い
た
が
、
官
舎
は
工
事
中
で

旅
館
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
く
に
旅
団
司
令
部
、
憲
兵
隊
日

本
領
事
館
、
満
人
街
に
は
公
的
機

関
も
あ
り
、あ
い
さ
つ
回
り
を
し

た
後
、
新
年
度
の
事
業
計
画
を
立

て
に
入
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
日
本
か

ら
購
買
馬
が
届
い
て
い
た
。

　
日
系
露
人
集
落
で
は
赤
系
属
に

追
放
さ
れ
た
コ
ザ
ッ
ク
騎
兵
隊
の

後
裔
が
多
く
住
ん
で
い
た
。
毎
年

「
コ
ザ
ッ
ク
祭
」
に
は
招
待
を
受

け
て
い
る
と
い
う
の
で
見
学
し
た
。

青
少
年
の
馬
扱
い
は
号
令
一
つ
で

自
由
に
操
縦
す
る
の
で
、
立
派
な

も
の
だ
っ
た
。

　
数
年
後
、
満
州
か
ら
農
林
省
購

買
官
に
同
行
し
て
北
海
道
帯
広
や

盛
岡
の
セ
リ
市
に
も
馬
買
い
の
た

め
出
張
し
た
。

　
昂
々
渓
か
ら
龍
鎮
に
転
勤
し
、

大
虻
の
発
生
す
る
牧
場
予
定
地
に

赴
任
し
た
。
吉
男
場
長
は
長
年
種

馬
場
に
勤
め
た
。
病
馬
の
治
療
ば

か
り
で
な
く
、
満
州
国
内
全
部
の

馬
産
改
良
、
繁
殖
向
上
を
計
り
、

速
や
か
に
優
良
な
る
軍
馬
の
増
産

を
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
そ
の

た
め
常
に
軍
部
と
連
絡
を
と
り
、

宣
撫
工
作
に
努
め
、
北
安
省
で
は

遊
牧
馬
群
専
用
の
種

牡
馬
群
を
計
画
し
て

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
終
戦
と

同
時
に
中
止
と
な
り
、

職
員
は
朝
鮮
に
向
か

っ
て
避
難
。
上
司
の

野
沢
局
長
だ
け
は
残

務
整
理
の
た
め
二
年

後
に
帰
国
し
て
い
る
。

　
吉
男
は
晩
年
、
趣
味
の
馬
絵
や

馬
談
義
を
つ
づ
っ
て
い
た
。
昭
和

六
十
二
年
、
老
衰
の
た
め
八
十
五

歳
で
他
界
。
専
念
寺
に
眠
る
。

﹇
馬
政
メ
モ
﹈

　
外
務
省
は
派
遣
時
「
国
立
種
馬

場
技
佐
六
等
」
、
昭
和
十
五
年

「
昂
々
渓
場
長
」
を
経
て
、
十
九

年
四
月
「
種
馬
育
成
牧
場
校
正
叙

薦
任
一
等
」
の
証
明
を
吉
男
に
交

付
し
て
い
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

で
ん
ぷ
ん

は
こ
う

か
ん
ば

せ
ん  

ぶ

お
お
あ
ぶ

こ
う
え
い
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幼
稚
園
新
入
園
児
募
集

育
児

冬
休
み
海
外
派
遣

募
集

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の

予
約
貸
付
申
請
に
つ
い
て

県
立
障
が
い
者
職
業
訓
練
校

平
成
20
年
度
訓
練
生
募
集

福
祉

年
金
記
録
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金

情報ステーション

　
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
と
江

渡
幼
稚
園
で
は
、
平
成
20
年
度
新

入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
　
象

　
平
成
20
年
４
月
２
日
で
満
３
歳
・

４
歳
・
５
歳
に
な
る
幼
児

※
平
成
20
年
度
内
に
満
３
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方
も
入
園
で
き

ま
す
。

●
募
集
要
項
配
布
開
始
日

　
平
成
19
年
10
月
15
日（
月
）

●
願
書
受
付
開
始
日

　
平
成
19
年
11
月
１
日（
木
）

●
そ
の
他

・
給
食
、
通
園
バ
ス
あ
り

・
降
園
後
と
春
・
夏
・
冬
長
期
休

暇
中
も
預
か
り
保
育
を
実
施

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
制

度
を
活
用
し
て
保
育
料
を
減
免

　
（
補
助
金
額
は
保
護
者
の
町
民

税
額
で
決
め
ら
れ
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

　
℡
62 

│ 

３
４
５
０

・
江
渡
幼
稚
園

　
℡
62 

│ 

４
３
０
５

●
対
　
象

　
平
成
20
年
度
に
進
学
を
予
定
し

て
い
る
母
子
家
庭
等
の
方

●
説
明
会

○
高
校
以
上
の
進
学
予
定
者

　
平
成
19
年
11
月
14
日（
水
）、
12

月
12
日（
水
）午
後
１
時
〜
３
時

　
八
戸
合
同
庁
舎
４
階
大
会
議
室

○
中
学
校
以
下
の
進
学
予
定
者

　
随
時
、
個
別
に
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

●
予
約
貸
付
申
請
の
受
付
期
間

　
平
成
19
年
11
月
１
日（
木
）か
ら

　
平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）ま
で

※
申
請
書
は
地
域
県
民
局
、
役
場

福
祉
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
福
祉
調
整
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
３
４
８

●
科
名
お
よ
び
定
員

　
電
子
機
器
科
、
製
版
科
、
事
務

科
、
作
業
実
務
科
　
　
各
10
人

●
応
募
資
格

　
▽
体
力
・
精
神
的
に
１
年
間
の

訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
を
希

望
す
る
方
▽
障
が
い
が
安
定
し
、

身
体
の
疾
病
ま
た
は
障
が
い
が

訓
練
受
講
上
、
支
障
と
な
ら
な

い
方
▽
集
団
生
活
に
支
障
の
な

い
方
▽
職
業
的
自
立
が
見
込
ま

れ
る
方
（
介
護
支
援
が
あ
る
方

は
要
相
談
）
▽
知
的
障
が
い
と

公
共
機
関
で
判
定
さ
れ
た
方
（
作

業
実
務
科
の
み
）

●
受
講
料

　
無
料
（
た
だ
し
入
校
時
に
教
科

書
・
用
品
代
な
ど
で
５
万
円
程

度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
）

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
19
年
10
月
２
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
10
月
31
日（
水
）ま
で

●
選
考
日

　
平
成
19
年
11
月
13
日（
火
）

※
作
業
実
務
料
は
14
日（
水
）

●
応
募
方
法

　
入
校
願
書
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
願
書

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
弘
前
市
大
字
緑
ヶ
丘
１
│
９
│
１

　
県
立
障
が
い
者
職
業
訓
練
校

　
℡
０
１
７
２ 

│ 

36 

│ 

６
８
８
２

●
特
設
相
談

　
八
戸
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
の
年
金
加
入
記
録
等
の
確

認
・
相
談
を
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。

○
日
時

　
平
成
19
年
10
月
５
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所

　
町
立
公
民
館

　
２
階
　
第
２
、
３
会
議
室

○
持
参
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書

・
職
歴
の
メ
モ

・
委
任
状
と
身
分
証
明
書
（
代
理

人
の
場
合
）

●
電
話
相
談

　
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
電

話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
５
７
０ 

│ 

05 

│ 

１
１
６
５

　
一
般
の
年
金
相
談
、
平
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
7
０
１
２
０ 

│ 

６
５
７
８
３
０

　
記
録
照
会
専
用
、
24
時
間
受
付

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
社
会
保
険
事
務
所

　
℡
43 

│ 

７
３
６
８
、
７
３
６
９
、

７
３
７
０

●
対
　
象

　
小
学
３
年
生
〜
親
子
の
方
ま
で

（
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
内
　
容

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
キ
ャ
ン
プ
、

文
化
交
流
な
ど

●
派
遣
先

　
グ
ア
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ィ
ジ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

●
日
　
程

　
平
成
19
年
12
月
24
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
31
日（
月
）ま
で

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
11
月
２
日（
金
）

●
参
加
費

　
19
万
５
千
円
〜
29
万
８
千
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
℡
０
３ 

│ 

３
３
５
９ 

│ 

８
４
２
１
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公
証
制
度
に
つ
い
て

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

催
し

土

曜

セ

ミ

ナ

ー

暮
ら
し

防
災
行
政
無
線
の
放
送
時
間
を

一
部
見
直
し
ま
し
た

キ
ノ
コ
狩
り
・
山
菜
採
り

な
ど
で
入
山
す
る
方
へ

情報ステーション

　
近
年
、
特
に
朝
の
放
送
に
つ
い

て
「
騒
音
」
だ
と
す
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
。
ま
た
、
農
業
に
関
す
る
放
送

に
つ
い
て
、
農
家
以
外
の
方
か
ら

必
要
性
を
疑
問
視
す
る
声
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
定
時
放
送
を
次
の
よ

う
に
見
直
し
ま
し
た
。

●
従
来

　
午
前
６
時
45
分
、
午
後
５
時
45
分

※
原
則
と
し
て
１
日
２
回（
朝
夕
）。

放
送
申
込
が
多
数
重
な
っ
た
場

合
な
ど
に
は
昼
（
午
後
０
時
30

分
）
も
補
助
的
に
放
送
。

●
今
後

○
農
業
情
報

　
午
後
０
時
30
分
、
午
後
５
時
45
分

○
農
業
情
報
以
外

　
従
来
ど
お
り

　
朝
の
放
送
回
数
が
減
り
、
ス
ピ

ー
カ
ー
周
辺
の
方
々
へ
の
負
担
を

わ
ず
か
な
が
ら
も
軽
減
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
家

の
方
々
の
多
く
が
、
昼
の
時
間
帯

は
家
に
居
る
こ
と
か
ら
、
農
業
情

報
の
周
知
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、

従
来
と
比
べ
て
さ
ほ
ど
劣
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
中
に
は
、
日
中
町
内
に

居
な
い
農
家
の
方
々
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
「
防
災
行

政
無
線
電
話
応
答
シ
ス
テ
ム
」
℡

61 

│ 

１
１
０
６
を
活
用
し
て
頂

く
な
ど
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
５

　
県
内
で
は
今
年
、
遭
難
事
故
が

相
次
ぎ
、
す
で
に
10
人
が
犠
牲
に

な
る
異
常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
で
は
ク
マ
の
目
撃
情

報
等
が
例
年
に
比
べ
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ノ
コ
狩
り
・
山
菜
採
り
な
ど

で
入
山
す
る
場
合
に
は
、
遭
難
事

故
防
止
お
よ
び
ク
マ
対
策
を
十
分

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
林
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
１
７

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
　
　
　
　
公
証
週
間
で
す

　
公
証
人
は
、
国
の
一
機
関
と
し

て
市
民
の
生
活
や
財
産
な
ど
の
権

利
を
守
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
契
約
書
を
作
っ
て

大
切
な
財
産
を
守
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
っ
て
大

切
な
人
に
遺
産
を
譲
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
離
婚
契
約
書
を
作

っ
て
子
供
の
将
来
を
守
り
ま
す
。

○
任
意
後
見
契
約
書
を
作
っ
て
老

後
に
安
心
を
作
り
ま
す
。

○
定
款
認
証
で
適
法
な
会
社
を
設

立
し
ま
す
。

　
手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
公
証
事
務
に
関
す
る
相

談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
公
証
役
場

　
℡
43 

│ 

１
２
１
３

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
で

は
、
９
月
18
日
か
ら
「
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
事
務
取
り
扱

い
を
開
始
し
ま
し
た
。

○
地
図
等
の
証
明
書
の
交
付

　
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
地
図

等
の
内
容
を
証
明
し
た
書
面
を

作
成
し
、
交
付
し
ま
す
。
証
明

用
紙
は
法
務
省
専
用
紙
（
地
紋

紙
）
と
な
り
、
登
記
官
印
が
電

子
印
（
印
影
が
黒
く
印
刷
）
と

な
り
ま
す
。
閲
覧
の
場
合
は
、

シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力
し
た
証
明

文
の
な
い
書
面
（
閲
覧
用
地
図
）

を
交
付
し
ま
す
。

○
土
地
所
在
図
・
地
積
測
量
図
・

地
役
権
図
面
の
証
明
書
の
交
付

　
運
用
開
始
以
降
に
提
出
さ
れ
た

も
の
は
、
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

て
証
明
書
の
交
付
・
閲
覧
等
を

行
い
ま
す
。
運
用
開
始
日
前
に

提
出
さ
れ
た
図
面
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
建
物
図
面
・
各
階
平
面
図
の
証

明
書
の
交
付
・
閲
覧

　
今
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
請
求

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
地
図
等
の

証
明
書
の
送
付
請
求
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
登
記
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　
℡
24 
│ 
３
３
４
６

●
日
時

　
10
月
20
日
、
11
月
３
日
・
17
日

　（
隔
週
土
曜
日
、
計
３
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所
　
町
図
書
館
　
視
聴
覚
室

●
内
容

　
テ
ー
マ「
三
浦
哲
郎
文
学
入
門
」 

　
講
師
　
三
浦
哲
郎
文
学
顕
彰
協

議
会
会
員
　
森
林
　
康
　
氏

※
受
講
無
料
、
先
着
40
人
（
事
前

申
込
み
不
要
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館
℡
61 

│ 

１
０
４
０

開催日：１０月１２日（金）～１４日（日）

主会場：青森市　青い森アリーナ
●最新の情報通信技術（ＩＣＴ）の展示・実演●著名
講師陣による講演･トークショー●プラネタリウ
ム「メガスター」県内初上映ほかイベント多数！

問：県庁情報システム課  ℡017－734－9163

入場
無料



ウェストミンスター大聖堂

バッキンガム宮殿
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，９２９人　（＋４）

　女　１０，６４８人　（－10）

総人口２０，５７７人　（－６）

世帯数１６，９３３世帯（＋４）

平成19年９月１日現在

この広報紙は古紙を配合した紙を使用しています

▼
２
月
24
日
（
土
）

　
こ
の
日
は
ロ
ン
ド
ン
に
移
動
し

ま
す
。
ホ
テ
ル
が
あ
る
ミ
ラ
ノ
市

街
か
ら
マ
ル
ペ
ン
サ
空
港
ま
で
の

送
迎
は
、
旅
行
会
社
に
手
配
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
６
時
に
起
床
し
、
荷
物
を
ま
と

め
身
支
度
を
整
え
た
後
、
ホ
テ
ル

か
ら
程
近
い
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
旅
中
数
多
く

の
荘
厳
な
建
築
物
を
見
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
教
会
は
そ
れ
と
は
違

い
小
さ
い
教
会
で
あ
り
な
が
ら
も

風
情
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
多
く

の
蝋
燭
が
灯
さ
れ
て
い
た
の
に
加

え
、
朝
早
い
時
間
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
多
く
の
礼
拝
者
が
い
た
こ

と
か
ら
、
私
た
ち
の
よ
う
な
観
光

客
の
た
め
で
は
な
く
地
域
の
人
の

た
め
の
教
会
で
あ
る
こ
と
が
推
測

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
地
域
の
人
に
必

要
と
さ
れ
る
教
会
は
、
次
に
見
学

し
た
サ
ン
タ
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ
聖
堂

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
教
会
で
は
ち
ょ
う
ど
ミ
サ
が

行
わ
れ
て
お
り
、
様
々
な
年
齢
層

の
人
々
が
熱
心
に
神
父
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
脇

で
は
、
小
さ
な
箱
の
よ
う
な
部
屋

に
入
っ
て
い
る
神
父
に
、
必
死
に

懺
悔
を
し
て
い
る
人
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
観
光
地
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
教
会
ば
か
り
見
て

き
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
、
教
会

の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
最
後
に
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
９
時
に
な
り
ホ
テ
ル
に
戻
り
ロ

ビ
ー
で
待
っ
て
い
る
と
、
海
外
で

は
珍
し
く
定
刻
よ
り
早
い
時
間
に

迎
え
の
方
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
混
ん
で
は
い
た
も
の
の

無
事
に
出
国
手
続
き
を
終
え
ミ
ラ

ノ
を
去
り
ま
し
た
。

　
ミ
ラ
ノ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
は

飛
行
時
間
は
１
時
間
半
で
あ
る
も

の
の
、
時
差
が
１
時
間
あ
る
の
で

着
い
た
の
は
ロ
ン
ド
ン
の
現
地
時

間
で
14
時
半
で
し
た
。
ロ
ン
ド
ン

で
は
現
在
異
常
な
失
業
率
の
上
昇

に
よ
り
、
不
当
に
働
く
可
能
性
の

あ
る
外
国
人
を
入
国
さ
せ
な
い
よ

う
に
入
国
審
査
が
厳
し
い
の
で
さ

ら
に
時
間
が
か
か
り
、
実
際
に
空

港
を
出
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
16

時
近
く
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
は
思
っ
て
い
た
よ
り

も
暖
か
く
、
晴
れ
て
い
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
は
「
一
日
の
う
ち
に
四

季
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
天

気
が
変
わ
り
や
す
い
そ
う
な
の
で

明
日
か
ら
の
天
気
が
少
し
心
配
で

す
。
こ
の
日
は
ホ
テ
ル
に
着
い
た

時
間
が
遅
か
っ
た
の
で
、
ホ
テ
ル

の
近
く
を
散
策
す
る
と
と
も
に
近

く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
簡

単
な
夕
食
を
買
い
、
そ
の
後
は
部

屋
で
休
み
ま
し
た
。

▼
２
月
25
日
（
日
）

　
ま
ず
駅
で
市
内
交
通
３
日

乗
車
券
を
８
ポ
ン
ド
で
購
入

し
ま
し
た
。
通
常
な
ら
ば
片

道
初
乗
り
３
ポ
ン
ド
な
の
で

か
な
り
お
得
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
「
ま
と
め
買
い
精
神
」

が
強
い
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。
交

通
費
だ
け
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
お

店
で
よ
く
見
か
け
た
の
が
「
２ 

buy get 

１ free

」
と
い
う
表
示
で

す
。
こ
れ
は
「
２
個
買
う
と
１
個

無
料
」と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

 

日
本
で
は
商
品
を
販
促
す
る
と

き
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
20
％

オ
フ
」「
半
額
」
と
い
っ
た
よ
う
に

値
引
き
を
す
る
事
が
多
い
と
思
う

の
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
値
段

を
変
え
ず
に

物
の
量
を
増

や
す
傾
向
が

あ
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
も

国
民
性
の
違

い
か
な
、
と

感
じ
ま
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス

は
非
常
に
物
価
が
高
く
（
特
に
現

在
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
物
価
が
高

い
）コ
ー
ラ
が
４
０
０
円
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
が
１
、０
０
０
円
と
い

っ
た
感
じ
で
す
が
、
こ
の
ま
と
め

買
い
精
神
を
利
用
す
れ
ば
思
い
の

ほ
か
安
く
買
い
物
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
こ
の
日
は
ま
ず
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
聖
堂
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
は
地
下
鉄

が
か
な
り
発
達
し
て
い
る
の
で
移

動
は
大
変
便
利
で
し
た
。

　
そ
の
後
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
英
国
女
王
エ

リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
が
暮
ら
し
て
い
る

住
居
で
す
。
さ
す
が
に
豪
華
絢
爛

な
門
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
衛
兵
交
代
の
儀
式
が
あ
り
、

時
間
に
な
る
と
も
の
す
ご
く
た
く

さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
か
ら
続
く

セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
パ

ー
ク
で
は
水
仙
が
咲
き
乱
れ
、

鳥
や
リ
ス
が
動
き
回
り
と
て

も
キ
レ
イ
で
し
た
。
ロ
ン
ド

ン
で
は
健
康
志
向
が
強
い
ら

し
く
、
真
冬
に
も
関
わ
ら
ず

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
短
パ
ン
と
い
う

い
で
た
ち
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

し
て
い
る
人
を
公
園
で
も
た

く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
地

と
い
え
る
ピ
カ
デ
リ
ー
・
サ
ー
カ

ス
へ
と
移
動
す
る
と
大
都
市
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
交
通

量
も
人
の
量
も
か
な
り
多
く
、
東

京
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
の
伝
統
的
な
姿
と
近
代

的
な
姿
の
両
方
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
（
続
く
）中

嶋
　
美
幸

■□■□■□■□■□■□■□■□ ■□■□■□■□■□■□■□■□欧州体験レポート　№５

ろ
う
そ
く

ざ
ん  

げ

け
ん
ら
ん

２

１



五戸
中市 石沢又重

手倉橋
浅水 扇田 豊間内

切谷内 上市川

● 五戸町産業と文化まつり（～４日）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

児童虐待防止推進月間

五戸カトリック幼稚園・江渡幼稚園　平成２０年度新入園願書受付開始（１１／１～）

１

２

３

４

５

６

月

火

木

火

水

木

金

土

７

８

９

日

金

水

木

金

土

日

月

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

２００７年

平成１９年
11月

12：30～13：00受付 旧地域保健センター　 ６か月児健康相談（19年４月生）

12：30～13：00受付 旧地域保健センター　 ３か月児健康診査（19年７月生）

14：00～15：00 町図書館児童コーナー● お話会

13：30～15：00 瑞穂館● 町民大学リズム体操講座（川内）

12：20～12：50受付 総合病院● ＢＣＧ接種

13：00～15：00 役場保健衛生課

12：20～12：50受付 総合病院

● みんなの保健室（健康相談）

13：30～15：00 町図書館視聴覚室● おもしろ科学教室

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学リズム体操講座（中央）

13：00～15：00 八戸合同庁舎● 母子・寡婦福祉資金貸付説明会（高校以上進学者）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院　 麻しん・風しん混合予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

13：00～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年１月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 五戸地方農産物品評会（～４日） ドーム

ドーム、町立公民館

● 土曜セミナー

● 献血
● えほん工房 町図書館視聴覚室

五戸ドーム裏駐車場向

町図書館視聴覚室13：30～15：00
10：00～11：30
 9：30～15：30

２
０
０
７
・
第
61
回
読
書
週
間

数値でみる

五　戸

人口

切谷内
上市川
扇　田
浅　水
手倉橋
豊間内
石　沢
中　市
又　重
合　計

出生

９２ ２３４ △ １４２ ４５３ ６３６ △ １８３ △３２５ ５６ ３９

死亡
自然動態

増減① 転入 転出
社会動態

増減②
婚姻 離婚

差引増減
①＋②

都市計画
区　　域

水面・河川・
水路

１０，２７４
２，０４９
２，５３３
４６４
８５０
２６６
９９１
９８８
１，２２４
１，１８４
２０，８２３

男
４，９１２
１，００３
１，２６０
２３２
４１７
１３０
４６６
４８７
６０３
５４０

１０，０５０

女
５，３６２

４，９１９

１，００３
１，２６０

２３２
４１７

１３０

４６６

４８７６０３５４０

４，９１２

５，３６２

１，０４６
１，２７３

２３２４３３
１３６

５２５

５０１６２１６４４

５，３６２

１，０４６

１，００３
１，０４６１，２７３ １，２６０

１，２７３

２３２

２３２
２３２

４３３

４１７
４３３

１３６

１３０
１３６

５２５

４６６
５２５５０１

４８７
５０１

６２１

６０３
６２１

６４４

５４０
６４４

１０，７７３

世帯数

３，７２４
５８７
７６２
１３７
２６４
８７
２９５
２８７
４５８
３１７
６，９１８

●人口（地区別）

●人口動態

（単位：戸）

１５歳未満

人口

２，３９８
男
１，２１０

女
１，１８８

（単位：人）

（単位：人） （単位：件）

（単位：ha）

資料：役場住民課（平成１８年１２月３１日現在）

１５～６４歳
６５歳以上
合　計

１２，６７３
５，７５２
２０，８２３

６，５２３
２，３１７
１０，０５０

６，１５０
３，４３５
１０，７７３

資料：役場住民課（平成１８年１２月３１日現在）

資料：役場住民課（平成１８年）

総面積

１７，７８２ ８，２２０ ３２６ ４，６３０ ９，２７８ ６８０ ２２８ ６９４ ６４５
用途地域

農用地 森林 原野 道路 宅地

１，６２７

その他

●土地利用状況

資料：役場企画振興課（平成１７年１０月１日現在）

●人口（年齢３区分）

（単位：人）

１５歳未満
２，３９８人
１２%

１５～６４歳
１２，６７３人
６０%

６５歳以上
５，７５２人
２８%

道路
６９４ha
４%

宅地
６４５ha
４%

その他
１，６２７ha
９%

原野
６８０ha
４%

水面・河川・水路
２２８ha
１%

森林
９，２７８ha
５２%

農用地
４，６３０ha
２６%

用語解説

【都市計画区域】
健康で文化的な都市生活、機能的な都市活動を確保
すべき区域。市町村の行政区域にとらわれることな
く、自然的・社会的条件、人口・土地利用・交通量
などの現況・推移を考慮して、一体の都市として
総合的に整備、開発、保全する必要がある区域を
県が指定します。

【用途地域】
住居環境の保護、都市機能の維持・増進のため、用
途に一定の制限を行う地域。住居地域・商業地域・
工業地域に大別されます。

五戸町の姿㈰

女性
男性

文化の日



　 就学時健康診断（南小学区）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

　 就学時健康診断（豊小学区）

　 就学時健康診断（上小学区）

　 就学時健康診断（蛯小学区）

　 就学時健康診断（石小・中小・又小学区）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（楽器で遊ぼ）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

　 10か月児健康相談（18年12月生）

1010

● みんなの保健室（健康相談）

　 就学時健康診断（五小学区）

● ＢＣＧ接種

● ６か月児健康相談（19年３月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等

法の日

体育の日

家庭の日

行　　事　　等

赤い羽根共同募金運動（～12月）

食生活改善普及月間

１

２

３

４

金

土

５

６

７

８

木

月

日

金

土

日

月

火

月

火

水

木

火

水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００７年

平成１９年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

● みんなの保健室　13：00～15：00　役場保健衛生課　● 行政特設相談　 　 13：30～16：00　瑞穂館

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

火

月

水

木

金

水

木

金

土

日

土

日

25

26

27

28

29

30

水31

記念日等日 行　　事　　等

10：00～12：00 町立公民館

● はじめてのバウンドテニス教室 19：00～21：00 倉石スポーツセンター

　 就学時健康診断（切小学区）
　 ３歳児健康診査（16年６・７月生）

12：30～12：55受付 切谷内小学校

● 町民大学講座全地区合同・講演 13：30～15：00 町立公民館
12：30～13：00 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
13：00～15：00 役場保健衛生課
13：15～13：30受付 保健福祉センター（診療所隣）

13：00～13：15受付 蛯川小学校

13：30～15：00 町図書館視聴覚室● 土曜セミナー

10：00～13：00 町立公民館● 親子カボチャランタン（ランプ）づくり

10：00～12：00 町立公民館

 7：00～18：00（予定）中野もみじ山（黒石市）● 町民歩こう会

今月の納期

納期限10月31日（水）

町県民税 第３期

秋の火災予防運動
平成19年10月1日現在で

就業構造基本調査
を実施します

12：20～12：50受付 総合病院

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（19年６月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● ２歳６か月児健康相談（17年４月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付

 9：00～16：00 小渡平公園● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～８日）

12：45～13：00受付 五戸小学校

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 総合病院

10：00～12：00 町立公民館

13：00～13：20受付 豊間内小学校

13：30～16：00● 行政特設相談 浅水活性化センター

10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00● みんなの保健室（健康相談） 役場保健衛生課

13：15～13：30受付 南小学校

13：30～16：00● 困りごと・行政合同特設相談 社会福祉センター

12：20～12：50受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 行政相談　13：00～16：00　倉石コミュニティセンター ● 人権相談　　　　13：30～16：00　社会福祉センター
旧地域保健センター12：30～13：00受付

町立公民館10：00～12：00

● みんなの保健室（健康相談）
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

13：00～15：00 役場保健衛生課
12：45～12：55受付 上市川小学校

町立公民館10：00～12：00

 8：30～15：00● ひばり野リレーカーニバル大会 ひばり野公園陸上競技場

 8：30～ ひばり野公園テニスコート（雨天ドーム）● 町民ソフトテニス大会

10：00～15：00 町立公民館● 年金記録相談

　火災のほとんどはチョット
した不注意から発生します。
住民一人ひとりが防火に関心
を持ち、火災のない町にしま
しょう。

調査の対象となった世帯には、
統計調査員が伺いますので、
ご協力をお願いします。

秋
の
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政
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秋
の
火
災
予
防
運
動

２
０
０
７
・
第
61
回
読
書
週
間秋

の
行
政
相
談
週
間

秋
の
火
災
予
防
運
動

公
　
　
証
　
　
週
　
　
間

「火は見てる あなたが離れる その時を」

火災・救急・救助は 119

緊急通報FAX　22－0119

火災情報　22－2111総務省･青森県･五戸町



　 就学時健康診断（南小学区）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

　 就学時健康診断（豊小学区）

　 就学時健康診断（上小学区）

　 就学時健康診断（蛯小学区）

　 就学時健康診断（石小・中小・又小学区）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（楽器で遊ぼ）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

　 10か月児健康相談（18年12月生）

1010

● みんなの保健室（健康相談）

　 就学時健康診断（五小学区）

● ＢＣＧ接種

● ６か月児健康相談（19年３月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等

法の日

体育の日

家庭の日

行　　事　　等

赤い羽根共同募金運動（～12月）

食生活改善普及月間

１

２

３

４

金

土

５

６

７

８

木

月

日

金

土

日

月

火

月

火

水

木

火

水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００７年

平成１９年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

● みんなの保健室　13：00～15：00　役場保健衛生課　● 行政特設相談　　 13：30～16：00　瑞穂館

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

火

月

水

木

金

水

木

金

土

日

土

日

25

26

27

28

29

30

水31

記念日等日 行　　事　　等

10：00～12：00 町立公民館

● はじめてのバウンドテニス教室 19：00～21：00 倉石スポーツセンター

　 就学時健康診断（切小学区）
　 ３歳児健康診査（16年６・７月生）

12：30～12：55受付 切谷内小学校

● 町民大学講座全地区合同・講演 13：30～15：00 町立公民館
12：30～13：00 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
13：00～15：00 役場保健衛生課
13：15～13：30受付 保健福祉センター（診療所隣）

13：00～13：15受付 蛯川小学校

13：30～15：00 町図書館視聴覚室● 土曜セミナー

10：00～13：00 町立公民館● 親子カボチャランタン（ランプ）づくり

10：00～12：00 町立公民館

 7：00～18：00（予定）中野もみじ山（黒石市）● 町民歩こう会

今月の納期

納期限10月31日（水）

町県民税 第３期

秋の火災予防運動
平成19年10月1日現在で

就業構造基本調査
を実施します

12：20～12：50受付 総合病院

12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（19年６月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● ２歳６か月児健康相談（17年４月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

12：20～12：50受付

 9：00～16：00 小渡平公園● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～８日）

12：45～13：00受付 五戸小学校

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● ポリオ（小児マヒ）予防接種 総合病院

10：00～12：00 町立公民館

13：00～13：20受付 豊間内小学校

13：30～16：00● 行政特設相談 浅水活性化センター

10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00● みんなの保健室（健康相談） 役場保健衛生課

13：15～13：30受付 南小学校

13：30～16：00● 困りごと・行政合同特設相談 社会福祉センター

12：20～12：50受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 行政相談　13：00～16：00　倉石コミュニティセンター ● 人権相談　　　　13：30～16：00　社会福祉センター
旧地域保健センター12：30～13：00受付

町立公民館10：00～12：00

● みんなの保健室（健康相談）
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

13：00～15：00 役場保健衛生課
12：45～12：55受付 上市川小学校

町立公民館10：00～12：00

 8：30～15：00● ひばり野リレーカーニバル大会 ひばり野公園陸上競技場

 8：30～ ひばり野公園テニスコート（雨天ドーム）● 町民ソフトテニス大会

10：00～15：00 町立公民館● 年金記録相談

　火災のほとんどはチョット
した不注意から発生します。
住民一人ひとりが防火に関心
を持ち、火災のない町にしま
しょう。

調査の対象となった世帯には、
統計調査員が伺いますので、
ご協力をお願いします。
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「火は見てる あなたが離れる その時を」

火災・救急・救助は 119

緊急通報FAX　22－0119

火災情報　22－2111総務省･青森県･五戸町



五戸
中市 石沢又重

手倉橋
浅水 扇田 豊間内

切谷内 上市川

● 五戸町産業と文化まつり（～４日）

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

児童虐待防止推進月間

五戸カトリック幼稚園・江渡幼稚園　平成２０年度新入園願書受付開始（１１／１～）

１

２
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11月

12：30～13：00受付 旧地域保健センター　 ６か月児健康相談（19年４月生）

12：30～13：00受付 旧地域保健センター　 ３か月児健康診査（19年７月生）

14：00～15：00 町図書館児童コーナー● お話会

13：30～15：00 瑞穂館● 町民大学リズム体操講座（川内）

12：20～12：50受付 総合病院● ＢＣＧ接種

13：00～15：00 役場保健衛生課

12：20～12：50受付 総合病院

● みんなの保健室（健康相談）

13：30～15：00 町図書館視聴覚室● おもしろ科学教室

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学リズム体操講座（中央）

13：00～15：00 八戸合同庁舎● 母子・寡婦福祉資金貸付説明会（高校以上進学者）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院　 麻しん・風しん混合予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

13：00～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年１月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

● 五戸地方農産物品評会（～４日） ドーム

ドーム、町立公民館

● 土曜セミナー

● 献血
● えほん工房 町図書館視聴覚室

五戸ドーム裏駐車場向

町図書館視聴覚室13：30～15：00
10：00～11：30
 9：30～15：30
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死亡
自然動態

増減① 転入 転出
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増減②
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差引増減
①＋②

都市計画
区　　域
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３，７２４
５８７
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２６４
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２８７
４５８
３１７
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●人口（地区別）

●人口動態

（単位：戸）

１５歳未満

人口

２，３９８
男
１，２１０

女
１，１８８

（単位：人）

（単位：人） （単位：件）

（単位：ha）

資料：役場住民課（平成１８年１２月３１日現在）

１５～６４歳
６５歳以上
合　計

１２，６７３
５，７５２
２０，８２３

６，５２３
２，３１７
１０，０５０

６，１５０
３，４３５
１０，７７３

資料：役場住民課（平成１８年１２月３１日現在）

資料：役場住民課（平成１８年）

総面積

１７，７８２ ８，２２０ ３２６ ４，６３０ ９，２７８ ６８０ ２２８ ６９４ ６４５
用途地域

農用地 森林 原野 道路 宅地

１，６２７

その他

●土地利用状況

資料：役場企画振興課（平成１７年１０月１日現在）

●人口（年齢３区分）

（単位：人）

１５歳未満
２，３９８人
１２%

１５～６４歳
１２，６７３人
６０%

６５歳以上
５，７５２人
２８%

道路
６９４ha
４%

宅地
６４５ha
４%

その他
１，６２７ha
９%

原野
６８０ha
４%

水面・河川・水路
２２８ha
１%

森林
９，２７８ha
５２%

農用地
４，６３０ha
２６%

用語解説

【都市計画区域】
健康で文化的な都市生活、機能的な都市活動を確保
すべき区域。市町村の行政区域にとらわれることな
く、自然的・社会的条件、人口・土地利用・交通量
などの現況・推移を考慮して、一体の都市として
総合的に整備、開発、保全する必要がある区域を
県が指定します。

【用途地域】
住居環境の保護、都市機能の維持・増進のため、用
途に一定の制限を行う地域。住居地域・商業地域・
工業地域に大別されます。

五戸町の姿㈰

女性
男性

文化の日




